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【手続補正書】
【提出日】平成28年4月6日(2016.4.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　より具体的には、本発明は、金属部材に対する等電位接続のためコネクタ内での電気導
体の圧着による接続方法に関する。平面および可撓性のある層を形成する、これらの電気
導体は、各コネクタの２つの平面壁の間に形成される個別の長手方向の平行なセル内に配
置される。これらの導体は、コネクタの少なくとも一つの壁の同時横パンチングにより、
圧着領域において圧着される。この横パンチングは、少なくとも一つの対応する横溝線を
、前記少なくとも一つのコネクタ壁に、そして、負荷移動により、各導体に形成する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧着によってコネクタ（３２，３４）内の電気導体（５１）を、これら導体によって形
成される平面および可撓性のある層の等電位接続のために、金属部材（１１，１２，１４
）に接続する方法であって、これらの電気導体（５１）は各コネクタ（３２，３４）の２
つの平面壁（３２ｓ，３２ｉ；３４ｓ，３４ｉ）の間に形成される個別の長手方向および
平行セル（５７，５８）に配置され、これらの導体（５１）は、圧着領域（Ｚｓ）におい
て、コネクタ（３２，３４）の少なくとも一つの壁（３２ｓ，３２ｉ；３４ｓ，３４ｉ）
の同時横パンチングにより圧着され、この横パンチングが、少なくとも一つの対応する横
溝線（Ｒｃ）を、前記少なくとも一つのコネクタ壁（３２ｓ，３２ｉ；３４ｓ，３４ｉ）
に、そして、負荷移動によって、各導体（５１）に形成することを特徴とする、方法。
【請求項２】
　コネクタ（３２，３４）の少なくとも一つの壁（３２ｓ，３２ｉ；３４ｓ，３４ｉ）上
のリブ（Ｎ１，Ｎ２，Ｎ３）を均一にプレスする（Ｐｓ）ことによりパンチングが行われ
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る、請求項１記載の接続方法。
【請求項３】
　パンチングが交互に行われて、コネクタ（３２，３４）内の導体（５１）に対して、横
溝（Ｒｃ）が介在して波形の経路を作るようになっている、請求項１または２に記載の接
続方法。
【請求項４】
　リブ（Ｎ１，Ｎ２，Ｎ３）および対応する溝（Ｒｃ）が円筒状である、請求項１から３
のいずれか一項に記載の接続方法。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか一項に記載の方法を実施することの可能な圧着具（２１，２
２）であって、圧着具は２つのシェル（２１ｓ，２１ｉ；２２ｓ，２２ｉ）を備え、各シ
ェルは少なくとも一つの横リブ（Ｎ１，Ｎ２，Ｎ３）が設けられた内面（Ｆ１）を形成す
る主壁（Ｐ１）を有し、各シェル（２１ｓ，２１ｉ；２２ｓ，２２ｉ）はまた壁（Ｐ１）
に対して直角に折れ曲がり内空間（Ｅ１）を画定する端部（Ｂ１）を備え、この空間（Ｅ
１）にリブ（Ｎ１，Ｎ２，Ｎ３）に対して直角に設けられる導体（５１）のコネクタ（３
２，３４）が導入されることを特徴とする、圧着具。
【請求項６】
　シェル（２１ｓ，２１ｉ；２２ｓ，２２ｉ）の内面（Ｆ１）上の２つのリブ（Ｎ２，Ｎ
３）と、別のシェル（２１ｉ，２１ｓ；２２ｉ，２２ｓ）内面（Ｆ１）上の他の２つのリ
ブ（Ｎ２，Ｎ３）間に介在するリブ（Ｎ１）であって、圧着動作時に対向して設けられる
リブを有することを特徴とする、請求項５に記載の圧着具。
【請求項７】
　平行な導体（５１）の層を金属電流戻り部材（１１，１２，１４）に接続する複数点モ
ジュラーコネクタ（３２，３４）であって、導体を収容する内側長手方向セル（５７，５
８）であって、長手方向に伸びる２つの内壁面（３２ｓ，３２ｉ；３４ｓ，３４ｉ）によ
って形成されるこれらのセル（５７，５８）を備え、導体（５１）の少なくとも一つの圧
着溝（Ｒｃ）は少なくとも一つの内壁面（３２ｓ，３２ｉ；３４ｓ，３４ｉ）に横方向に
伸び、また金属電流戻り部材への接続ための手段（２，３，４，２ｃ，４ｃ）も備え、こ
れらの手段は前記壁（３２ｓ，３２ｉ；３４ｓ，３４ｉ）に形成される少なくとも一つの
開口（５４，５６）に固定されることを特徴とする、複数点モジュラーコネクタ。
【請求項８】
　コネクタが、ブラインドセル（５７）が横面（３２ｃ）に開口する端部コネクタ（３２
）である、請求項７に記載の複数点モジュラーコネクタ。
【請求項９】
　コネクタが、セル（５８）が貫通セルであって２つの横面（３４ｃ）の端部にて開口す
る中間コネクタ（３４）である、請求項７または８に記載の複数点モジュラーコネクタ。
【請求項１０】
　金属電流戻り部材（１１，１２，１４）を接続することが可能な接続配線ハーネスであ
って、平面で可撓性のある層を形成する平行な導体（５１）であって、請求項１から４の
いずれか一項の方法によって、請求項７から９のいずれか一項による複数点モジュラー端
部コネクタ（３２）および複数点モジュラー中間コネクタ（３４）において圧着されて前
記金属部材（１１，１２，１４）に接続される導体と、層とコネクタの間の接続をカバー
する保護ケーシングを備えることを特徴とする、接続配線ハーネス。
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